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               審   査   の   要   旨 
著者は北西太平洋の表層水塊構造を規制する黒潮および親潮の勢力変遷を、緯度の異なる三地点で採取
された最終間氷期に達する堆積物コア試料から放散虫を分離し、その群集解析を行うことによって明らか
にした。さらに中層水指標種の頻度分布を用いて、水塊鉛直構造と高緯度における中層水沈み込み強度の
変遷を明らかにした。この結果、最終間氷期にいたる地球温暖化の徴候は、表層水よりも中層水におよそ1
000年も早く現れていることを明らかにした。このような中層水の挙動、そして表層水温指標種よりも中層
水指標種の方が古環境変動の指標として鋭敏であることを具体的に示したのは初めてのことである。中層
水指標種の古環境変動指標としての有効性は極めて高いと評価され、今後の研究のあり方に大きな影響を
与えると考えられる。 
平成26年3月13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
